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 ライフサイエンス分野 TOPICS Life Science
　英国のBBSRC（バイオテクノロジー・生物科
学研究会議）主催の植物システム生物学ワーク
シ ョ ッ プ（Succeeding in Plant Systems Biology 










から３名（Nottingham 大の Charlie Hodgman 教
授、Rothamsted 研 究 所 の Chris Rawlings 教 授、
Imperial College の Jaroslav Stark 教授）、実験科
学から１名（酵母のシステム生物学でメタボロミ
クスの最初の提唱者であるManchester 大の Steve 
Oliver 教授）であった。英国外からの４名は、ス
イスのChris Kuhlemeier 教授（植物科学）、フィン
ランドのMatej Oresic 博士（情報学）、ベルギーの
Martin Kuiper 博士（ネットワーク解析）、日本か
らは斉藤（メタボロミクスとゲノム機能科学）で
あった。英国外からの講演者は、自身の研究成果
だけでなくそれぞれの国や研究所でのシステム生
物学の動きを紹介することも求められた。
　システム生物学は生命現象をシステムとして理
解する学問分野であるが、その定義はまだ十分に
定まっていない。しかし、システム生物学研究の
発展に必要なものは、大量オミクスデータ、デー
タベース、ネットワーク解析、数学的モデルの構
築と検証、グラフソフトなどであるという事は、
出席者に共通した理解であった。
　ワークショップでは、植物科学におけるシステ
ム生物学の推進の必要性として、「人口増加によ
る食料危機に対しての作物収量増加（病害虫耐性、
乾燥・塩ストレス耐性など）」、「健康機能代謝産物
の含量増加（抗酸化物質、アミノ酸、ビタミンな
ど）」、「代替生物エネルギーや二酸化炭素吸収など
による地球環境問題の解決」等が挙げられた。
　英国の有利な点としては、「高いレベルの植物ゲ
ノム科学」、「数学、情報学の強固な基盤」、「生物
情報学に関する研究施設の充実」等が挙げられた。
英国における問題点としては、「情報学と実験科学
の融合の不一致」、「システム生物学教育の不足」、
「投資を誘導できる実質的な大成果の不足」など、
が指摘された。
　最近、計算科学に基づく初期のシステム生物学
とは違ったアプローチである、ゲノム科学等の大
量のデータに基づくデータドリブンの新しいシス
テム生物学が勃興している。これを推進するため
には、トップレベルにいる異なった専門分野の柔
軟な発想の人たちの日常的なコラボレーションが
必須である。
　日本は農林水産省のイネゲノム、かずさDNA研
究所の植物ゲノム解析、理研のシロイヌナズナリ
ソースなど、植物ゲノム研究のレベルは高く、植
物のゲノム関連リソースが整備されている。これ
は、データドリブンのシステム生物学を進める上
で非常に有利である。
　従って、日本でも、植物ゲノム科学から植物シ
ステムバイオロジーへの展開を目指した国家的な
議論が必要であると考えられる。
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